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1. 2025年3月期第3四半期の連結業績（2024年4月1日～2024年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期第3四半期 475,111 9.1 50,967 23.8 53,544 32.0 37,291 18.6

2024年3月期第3四半期 435,472 4.4 41,153 16.2 40,578 22.9 31,451 38.1

（注）包括利益 2025年3月期第3四半期　　38,261百万円 （△27.2％） 2024年3月期第3四半期　　52,573百万円 （7.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2025年3月期第3四半期 171.10 170.95

2024年3月期第3四半期 142.36 142.02

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2025年3月期第3四半期 496,971 293,105 58.6

2024年3月期 491,701 285,501 57.7

（参考）自己資本 2025年3月期第3四半期 291,196百万円 2024年3月期 283,557百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年3月期 ― 29.00 ― 49.00 78.00

2025年3月期 ― 47.00 ―

2025年3月期（予想） 47.00 94.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2025年 3月期の連結業績予想（2024年 4月 1日～2025年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 653,000 6.9 72,500 10.9 75,000 15.6 51,000 18.0 235.07

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有
の会計処理に関する注記）」をご覧下さい。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更に関する注記）」を
ご覧下さい。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年3月期3Q 227,000,000 株 2024年3月期 231,000,000 株

② 期末自己株式数 2025年3月期3Q 10,371,030 株 2024年3月期 12,120,592 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年3月期3Q 217,947,931 株 2024年3月期3Q 220,927,065 株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（業績予想に関する記述等についてのご注意）

　本資料の予測には、発表日現在の将来に関する前提・見通し・計画に基づく予測が含まれており、実際の業績は、様々なリスク要因や不確実な要素により、
記載の予想数値と異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項については、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来
予測情報に関する説明」をご覧下さい。

（四半期決算補足説明資料の入手方法）

　四半期決算補足資料は、四半期決算短信とあわせて、当社ホームページに掲載する予定です。

（添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビューについて）

　当社は、レビュー完了後にレビュー報告書を添付した四半期決算短信を開示することを予定しております。

　開示予定日　2025年２月13日
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１．経営成績の概要

（１）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間における当社グループを取巻く外部環境は、米国のインフレ再燃懸念で緩やかな利下

げとなり円安基調が継続、米国新政権の政策動向、中国不動産市場の停滞と長期化するウクライナ、中東情勢の地

政学リスクの拡大もあり、先行き不透明な状況が続きました。

このような環境下、当社グループは、「三和グローバルビジョン２０３０」の達成へ向けた「中期経営計画２０

２４」の最終年度を迎え、仕上げの年度として引き続き、気候変動やデジタル化で変化する社会のニーズに応える

高機能開口部ソリューションのグローバルリーダーへ向けた基盤の確立に注力し、基本戦略を実行してまいりま

す。

基本戦略の「日・米・欧のコア事業の強化、領域拡大」では、事業拡大に向けた体制強化とシャッター、ドア事

業のシェア拡大に注力するとともに、戦略商品にて日本ではデュオグラスなど間仕切商品のラインナップを拡充、

米州ではゲート開閉機、ドックレベラー製品の投入を行いました。サービス事業は各市場特性への対応を推進し事

業拡大に努めました。「アジア事業の成長力強化」では、中国市場の悪化の中、数量確保への取り組みを強化した

他、生産性改善、防火遮熱市場への対応に注力しました。「防災・環境対応製品の拡充と製品・サービスのスマー

ト化推進」では、Re-carboシリーズ（高断熱商品）によるCO2削減提案の推進をするとともに当該商品の「断熱ク

イックセーバーＴＲ」の設計範囲を拡大しました。また、「防音ガード」シリーズのラインアップ拡充を図りまし

た。欧米ではリモート監視機能対応製品の投入も行いました。「デジタル化とものづくり革新」では、生産能力拡

大と省力化投資を推進し、日本ではドア生産体制の強化、米州では自動ドア工場の集約、セクショナルドア等の工

場統廃合を進め、欧州ではイギリス・ドア工場の移転・拡張、ドイツ・ドア工場のデジタル化推進を図りました。

「サステナビリティ経営の推進」では、中国常熟工場、静岡工場に太陽光パネルを新設するなど引き続きCO2排出

量削減、廃棄物の削減等に取り組むとともにESGマテリアリティに紐づいた各KPIの達成に向け施策を推進しまし

た。

セグメント別の概況は、日本では、物価上昇に応じた売価転嫁による収益性、数量の確保に努めるともに、重量

シャッター、ビルマンションドア等の基幹商品、間仕切、エントランス等の戦略商品が堅調に推移しました。北米

では、住宅市場回復を捉えた拡販施策の推進、売価維持と生産性改善等によるコスト削減に努めました。欧州で

は、各種コストの上昇に加え、市場環境の悪化もあり厳しい状況が続きました。アジアでは、香港、台湾が堅調に

推移しました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は、前年同四半期比9.1％増の475,111百万円となりまし

た。利益面では、営業利益は、前年同四半期比23.8％増の50,967百万円、経常利益は、前年同四半期比32.0％増の

53,544百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同四半期比18.6％増の37,291百万円となりました。

　セグメントの業績は以下のとおりであります。

  なお、セグメントの業績は、セグメント間の取引消去前の数値で記載しております。

　＜日本＞

　売上高は、前年同四半期比8.7％増の198,965百万円、利益に関しましては、前年同四半期比30.8％増の19,535

百万円のセグメント利益となりました。

　＜北米＞

　売上高は、前年同四半期比12.2％増の180,682百万円（外貨ベースでは3.3％増）、利益に関しましては、前年

同四半期比22.2％増の30,128百万円のセグメント利益となりました。

　＜欧州＞

　売上高は、前年同四半期比3.8％増の85,101百万円（外貨ベースでは4.6％減）、利益に関しましては、前年同

四半期比29.7％減の1,661百万円のセグメント利益となりました。

　＜アジア＞

　売上高は、前年同四半期比10.9％増の10,734百万円、利益に関しましては、前年同四半期比27.6％減の150百

万円のセグメント利益となりました。
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（２）当四半期の財政状態の状況

（資産、負債及び純資産の状況）

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は、主に棚卸資産や固定資産の増加等により、前連結会計年度末に比べ

5,270百万円増加し496,971百万円となりました。負債は、主に借入金の返済や未払消費税等の減少等により、前連

結会計年度末に比べ2,333百万円減少し203,866百万円となりました。純資産は、主に利益剰余金の増加等により、

前連結会計年度末に比べ7,604百万円増加し293,105百万円となりました。

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ0.9ポイント増加し58.6％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2024年10月31日に公表致しました2025年３月期の連結業績予想を変更しておりません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 95,947 90,814

受取手形、売掛金及び契約資産 115,925 103,883

電子記録債権 17,096 20,107

有価証券 11,848 7,802

商品及び製品 16,737 16,044

仕掛品 14,885 24,811

原材料 49,068 48,690

その他 9,209 19,521

貸倒引当金 △3,639 △3,719

流動資産合計 327,079 327,955

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 26,736 26,420

土地 21,341 21,407

その他（純額） 43,864 47,085

有形固定資産合計 91,942 94,913

無形固定資産

のれん 4,907 3,568

その他 17,596 17,279

無形固定資産合計 22,504 20,848

投資その他の資産

投資有価証券 33,886 35,907

退職給付に係る資産 9,392 9,735

その他 8,125 8,575

貸倒引当金 △1,228 △964

投資その他の資産合計 50,175 53,254

固定資産合計 164,622 169,016

資産合計 491,701 496,971

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

- 4 -

三和ホールディングス株式会社(5929)　2025年３月期　第３四半期決算短信　　　　



（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 60,435 51,850

電子記録債務 3,863 12,456

短期借入金 6,824 5,862

１年内返済予定の長期借入金 1,216 3,041

未払法人税等 7,245 5,346

賞与引当金 12,914 8,794

その他 47,234 55,283

流動負債合計 139,734 142,635

固定負債

社債 20,000 20,000

長期借入金 17,319 14,407

役員退職慰労引当金 332 414

退職給付に係る負債 11,554 11,445

その他 17,259 14,963

固定負債合計 66,465 61,230

負債合計 206,199 203,866

純資産の部

株主資本

資本金 38,413 38,413

資本剰余金 39,781 39,430

利益剰余金 174,019 184,705

自己株式 △14,801 △18,235

株主資本合計 237,414 244,313

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,189 7,975

繰延ヘッジ損益 34 △121

為替換算調整勘定 37,995 38,103

退職給付に係る調整累計額 922 925

その他の包括利益累計額合計 46,143 46,882

新株予約権 255 68

非支配株主持分 1,688 1,841

純資産合計 285,501 293,105

負債純資産合計 491,701 496,971
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

売上高 435,472 475,111

売上原価 297,240 321,674

売上総利益 138,232 153,437

販売費及び一般管理費 97,079 102,469

営業利益 41,153 50,967

営業外収益

受取利息 749 3,123

受取配当金 502 509

為替差益 167 229

持分法による投資利益 － 375

その他 251 324

営業外収益合計 1,672 4,563

営業外費用

支払利息 839 949

持分法による投資損失 82 －

訴訟関連費用 367 －

その他 957 1,037

営業外費用合計 2,246 1,986

経常利益 40,578 53,544

特別利益

固定資産売却益 32 52

受取和解金 4,395 －

特別利益合計 4,427 52

特別損失

固定資産除売却損 46 16

関係会社株式評価損 189 －

子会社事業再構築費用 25 609

関係会社整理損 － 1

特別損失合計 260 626

税金等調整前四半期純利益 44,746 52,969

法人税等 13,122 15,447

四半期純利益 31,624 37,522

非支配株主に帰属する四半期純利益 172 231

親会社株主に帰属する四半期純利益 31,451 37,291

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

四半期純利益 31,624 37,522

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,118 785

繰延ヘッジ損益 △276 △155

為替換算調整勘定 19,026 107

退職給付に係る調整額 276 2

持分法適用会社に対する持分相当額 △194 0

その他の包括利益合計 20,948 739

四半期包括利益 52,573 38,261

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 52,261 37,972

非支配株主に係る四半期包括利益 311 288

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改

正会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

28号　2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱

いに従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表

における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から

適用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用

後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四

半期連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用し

ております。なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

日本 北米 欧州 アジア 計

売上高

外部顧客への売上高 183,014 160,940 81,928 9,540 435,425 47 435,472

セグメント間の内部
売上高又は振替高

109 76 40 136 362 △362 -

計 183,124 161,017 81,969 9,676 435,787 △315 435,472

セグメント利益 14,929 24,647 2,365 208 42,150 △997 41,153

・その他の売上高 47百万円

・セグメント間取引消去 △362百万円

・その他の利益 47百万円

・全社費用 △1,592百万円

・のれんの償却額 △1,974百万円

・その他の調整額 86百万円

・セグメント間取引消去 2,434百万円

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　調整額の内訳は、以下のとおりであります。

(1）売上高

(2）セグメント利益

その他の内容は、管理業務に伴う付随的な活動によるものであります。

全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費などであります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３　各報告セグメントに属する主な国又は地域は以下のとおりであります。

北米……アメリカ、カナダ他

欧州……ドイツ、フランス、イタリア、オランダ、イギリス他

アジア…中国、香港、台湾、ベトナム

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

日本 北米 欧州 アジア 計

売上高

外部顧客への売上高 198,873 180,577 85,033 10,580 475,064 47 475,111

セグメント間の内部
売上高又は振替高

92 105 68 154 419 △419 -

計 198,965 180,682 85,101 10,734 475,483 △371 475,111

セグメント利益 19,535 30,128 1,661 150 51,476 △508 50,967

・その他の売上高 47百万円

・セグメント間取引消去 △419百万円

・その他の利益 47百万円

・全社費用 △1,690百万円

・のれんの償却額 △1,556百万円

・その他の調整額 263百万円

・セグメント間取引消去 2,426百万円

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　調整額の内訳は、以下のとおりであります。

(1）売上高

(2）セグメント利益

その他の内容は、管理業務に伴う付随的な活動によるものであります。

全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費などであります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３　各報告セグメントに属する主な国又は地域は以下のとおりであります。

北米……アメリカ、カナダ他

欧州……ドイツ、フランス、イタリア、オランダ、イギリス他

アジア…中国、香港、台湾、ベトナム

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第３四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年12月31日）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年12月31日）

減価償却費 9,840百万円 10,410百万円

のれんの償却額 1,974百万円 1,556百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のと

おりであります。
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